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さきに，口永良部島で採集した磯魚の大部分が熱帯性種であることを報告した1)。今回の研
究は，さらに口

永良部島に生息する熱帯性極が，この島lζ生息する磯魚、の中で，量的にどの程度の割合を占めているのか
を明

らかにするととを目的としている。そのために口永良部島の南側に面する本村湾の磯に直接
潜水し Visual

census法2~3) により，一定水域における各種の出現数を

求め，この水域の磯魚の種類組成を明らかにした。観察

した磯魚は，観察が容易にできる昼間に遊泳移動する生

態を有する種に限った。

方 法

調査は， 1972年の2月， 4月， 8月および10月lζ薩南

諸島の口永良部島の本村湾で行った (Fig.1)。調査水

域の表面水温は， 8月には最高290C，2月には最低19
0C

であった。

調査した磯は，岩盤，岩，転石，砂地からなり，←部

lζサンゴ礁が存在する。磯は岸から沖合lζ向かつて，な

だらかに150mぐらい傾斜し，水深は15寸 omp:達する

が，その先は平担な砂地である。海底の岩盤や岩ICは，

Fig. 1. Map of Kuchierabu island and Honmura 

bay. 

(A) Location of 3 transect lines. 

(B) Length and width of transect line. 
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5-8月にかけて，ホンダワラ科の海藻が全面lζ繁茂するが，その他の月には消失する。
魚の生息数を推定する方法は，鳥類等の現存量推定iζ使用されるVisualcensus法によった。 ζの方

法は BROCK3)，OOUM4)， BAROACHS) Iとより，サンゴ礁水域で，魚類の現存量を推定するのに有効であるζ

とが報告されている。

今回は，調査水域に500mの2本のロープを，岸lζ平行に6mの間隔をとり海底に設置し， ζの2本のロー

プの内側を観察帯 (Transectline)として，乙の一端から他の一端へ，およそ30分間，遊泳移動しながら，
途中で出会った魚の種類，尾数，全長について詳細に記録する方法をとった。 Transectlineは，調査水域

の水深による生息種の違いを考慮して，水深1-5 m， 5 -10m， 10サ Omの3水域を含むように，計3ケ所
に設置された (Fig.1)。

観察は昼間の午前11時から午后3時までの簡に 1日 Transectlineを1回ずつ，各月 3日間行われた。観
察する魚は昼間，磯を遊泳移動する種に限った。定着性であったり，海底を旬旬する種，例えばスズメダイ科，

ハタ科，エソ科等は除いた。観察の際，種の識別は，別に採集し，同定した魚の形態・色彩を，また体長の推

定については，採集標本の実測値および成長と関係する色彩・斑紋を参考として，視覚によって行われた。尾

数は， 50尾までは1尾ずつ数えたが， 50尾以上は10尾を一つの単位として数えた。

結 果

日永良部島の本村湾の磯における，1972年の2月， 4月， 8月および10月の調査の結果， 21科， 81種，約
7，飴O尾の移動性の魚類を観察した。

この磯で量的に多い魚は，プタイ科 Scaridae，ニザダイ科Acanthuridae，ベラ科 Labridae，メジナ

科 Girellidae， ヒメジ科 Mullidae，フエフキダイ科 Lethrinidae， アイゴ科 Siganidae， イスズミ

科 Kyhosidae，チョウチョウウオ科 Chaetodontidaeの種であった(Fig.2)0

プダイ科，ニザダイ科の魚は，観察した各月の全観察数に対してその占める割合が特に大きかった。他の科

の魚は，月による変動が大きかった。その他ヤガラ科 Fistularidae，ボラ科 Mugilidae， イシダイ科

o ple gna thidae，フエダイ科 Lutjanidae，
タカノハダイ科 Aplodactylidae，ツバメウオ

科Platacidae，カゴカキダイ科Scorpididae，

ツノダシ科 Zanclidae，モンガラカワハギ科

Balistidae， ハコフグ科 Ostraciontidae，

eρ 

四

回

フグ科 Tetradontidae， およびネズミフグ科 3 
u 

Diodontidae が認められるが前者に比して量

的には少なかった。
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M 表 11ζ各月iζ観察した魚の種名，総観察尾数，

全長範囲を示した。各月嚇した魚を，優占度 i 
(dominance) から優占度が 1%以上の

Common species と， 1%より小さい Rare

speciesとし，以下に各月の魚種組成について述

べる(Table1)。
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55種， 1，772尾カ観察された。 Common

speciesは20種で E 優占度が5%以上の種は以下
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Sc 

Feb. 

Ky 
Le 

Sc 

Apr. 

Sc 

Aug. Oct. 

Fig. 2. Family composition of the diurnal wandering 
fishes at Honmura bay， showing泊 4study 
months. 
Each mark repre田ntsfollowing families: SCo 

S岨ridae，Aco Acanthuridae， Lao Labridae， Muo Mul-
1idae， Gio Gire11idae， Leo Lethrinidae， Kyo Kyphosi-
dae， Sio Siganidae，α1oαlaetodontidae， and脳sc;
Mis曲llaneousfamilies. 
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Table 1. Species compositions of diurnal wandering fishes at Honmura reef of 

Kuchierabu island in 4 study months， 1972 

1凹

Numbers of specimensキ(%)** Tota11ength (cm)叫*

Species names Feburuary April August October 

Fistularia villosa 4 3 2 5 100 -120 

.Mugil sp 8 19 40 -455 

。Oplegnathusfasciatus 2 6 35 - 40 

Parupeneus spilurus 53 ( 2.9) 10 1 186 ( 6.5) 6 - 30 

P. indiαa 7 11 1 9 10 - 40 

P. trifasciatus 47 ( 2.6) 12 15 ( 1.4) 76 ( 2.6) 6 - 30 

P. bifasciatus 3 1 7 - 12 

.P. sp 2 2 3 6 20 - 30 

。Girellamelanichtys 92 ( 5.1) 370 (17.0) 60 ( 5.6) 178 ( 5.6) 13 - 50 

Kyhosus cienrascens 26 ( 1.4) 10 3 37 ( 1.3) 8 - 25 

Lethrinus choerorhynchus 47 ( 2.6) 42 ( 1.9) 111 (10.4) 18 10 - 80 

Lutjanus rivulatus 2 2 1 15 - 40 

L. gibbus 3 1 20 

。GoniistiusZonatus 2 6 25 - 35 

。G.zebra 2 1 25 - 35 

Anampses caeruleopunctatus 11 15 10 13 5 - 35 

A. geographicus 4 1 1 2 6 - 20 

Cheilio inermis 1 25 

Thalas回malunare 1 10 

T. lutescens 15 17 2 11 8 - 20 

T.叩 pido 97 ( 5.4) 9 5 77 ( 2.7) 5 - 10 

。Pseudolabrusjaponicus 1 1 10 - 12 

Labroides dimidiatus 2 6 - 10 

Stethojulis interrupta 4 3 21 8 - 13 

S. trilineata 2 5 - 10 

S. strigiventer 39 ( 2.2) 4 1 5 - 10 

S. bandaensis 39 ( 1.3) 5 - 10 

Macropharyngodon meleagris 1 l 5 - 10 

Halichoeres margaritaceus 3 3 5 - 15 

H. centr匂uadrus 1 7 1 10 - 25 

Coris aygula 1 1 3 2 12 - 40 

C. gaimard 24 ( 1.3) 38 ( 1.7) 4 15 13 - 30 

Hologymno四ssemidiscus 4 1 2 14 10 - 30 

.Bodianus sp. 3 I 20 - 50 

.Labridae sp. 7 4 12 ( 1.1) 10 10 - 13 

Scarops rubroviolaceus 66 ( 3.7) 118 ( 5.4) 51 ( 4.8) 88 ( 3.1) 15 - 60 

Ypsis.四 rusovifron 31 ( 1.7) 58 ( 2.6) 22 ( 2.0) 12 15 - 80 

Y.oedema 1 40 

Scurus gibbus 3 2 30 - 35 

S. venosus 24 ( 1.3) 42 ( 1.9) 95 ( 8.9) 140 ( 4.9) 15 - 40 

S. lunu/a 11 6 41 ( 3.8) 12 25 - 40 

S. chlorodon 1 45 

S. lepidus 22 ( 1.2) 69 ( 3.1) 17 ( 1.6) 95 ( 3.3) 25 - 50 

S. fasciatus 25 ( 1.4) 39 ( 1.7) 20 ( 1.8) 11 25 - 50 

S.ghobban 15 10 8 43 ( 1.5) 15 - 50 

S.oviceps 15 35 ( 1.6) 20 ( 1.6) 25 - 60 

S. rhoduropterus 25 - 40 
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Numbers of speciments*(%)材 Totallength (cm)*** 

Feburuary April August October 

S. niger 1 20 - 30 

Callyodon sp 86 ( 4.8) 214 ( 9.8) 76 ( 7.1) 147 ( 5.1) 15 - 40 

Scarus sp. (A) 4 4 8 20 - 30 

Scarus sp. (B) 5 20 - 30 
Scaridae spp.川村 366 (20.6) 117(5.3) 47 ( 4.4) 145 ( 5.1) 5 - 15 

Calotomus japonicus 81 ( 4.5) 103 ( 4.7) 70 ( 6.6) 265 ( 9.3) 10 - 50 

Platax pinnatus 1 10 

Microcanthus strigatus 4 8 - 15 

Pomacanthus semicirculatus 4 2 10 - 25 

Holocanthus trimachlatus 1 1 10 - 15 

Chaetodon auriga 1 5 - 15 

C. lineolatus 1 10 
C. vagabundus 4 18 10 

C. al苫entatus 3 2 5 - 10 

C. collaris 13 8 4 27 5 - 10 

Zanclus corunatus 16 14 9 5 6 - 12 
Acanthurus lineatus 4 5 10 - 13 

A. olivaceus 1 2 18 ( 1.6) 29 ( 1.0) 10 - 30 
A. bariene 68 ( 3.2) 135 ( 6.2) 108 (10.1) 79 ( 2.7) 10 - 30 
A. lineolatus 236 (13.3) 325 (14.9) 72 ( 6.7) 451 (15.9) 10 - 25 
A. glaucopa.陀加s 8 10 
Zebrasoma veliferum 7 2 20 - 30 
Ctenochaetus strigo制 S 1 10 
Callicanthus lituratus 1 25 
Naso unicornis 43 ( 2.4) 109 ( 5.0) 90 ( 8.4) 259 ( 9.1) 12 - 60 
Prionurus micrblepidotus 130( 7.3) 98 ( 4.5) 20 ( 1.8) 111 ( 3.9) 10 - 50 
Si，旨'anusrostratus 4 70 ( 3.2) 1 22 10← 45 
S. virgatus 2 2 25 - 30 
S. spinus 56 ( 1.9) 13 - 15 
Balistis conspicillum 1 1 2 1 20 - 25 
B. sp. 1 1 15 
Ostracion tuberculatus 1 13 
。Canthigasterrivulatus 1 1 3 8- 13 
Diodon hystrix 2 1 2 20 - 25 

Total number of specimens 1772 2174 1058 2838 
Total number of species 55 56 48 65 

*Total number of specimens observed along the 3 transect lines 3 times a month. 

**Dominance = specimens number of one species observed x 100/total specimens numbers of all species observed. 
Only the fishes more than 1 % are shown. 

**本Estimatedtotallength by underwater observation. 

材料Subfamilyscaridae fishes; their totallength are less than 15 centimeters. They are counted 1 species. 
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ナガニザAcanthurus lineola tus，ニザダイ Prionurusmicrolepidotus，クロメジナGirellamelani-

chtys，ニシキベラ Thalassomacupidoおよびアオプダイ亜科の全長15cm以下のク勺レープ Scaridae 

spp. 

優占度が1-5必の種は次の13種である。

オキナヒメジ Parupenesusspilurus， オジサン P.trifasiatus，イスズミ Kyphosuscinerascens， 

ハマフエフキ Lethrinuschoerorhynchus，ハラスジベラ Ste thojulis strigiven ter， ツユベラCoris

gaimard， ナガブダイ Scaropsrubroviolaceus， アオプダイ Ypsiscurusovifron，クロスジプダイ

Scarus venosus，アオプダイ亜科の一種 Callyodonsp.，プダイ Calotomusjaponicus， イチモンジ

プ夕、、イ S.lepidus， スジプダイ S.fasciatus，カンランハギ Acanthurusbariene，およびテングハギ

N aso unicornis. 

他の35種は Rarespeciesである。

[ 1972年4月〕

56種， 2，174尾が観察された。 Commonspeciesは17種で，優占度59ぢ以上の種は以下のとおりである。

クロメジナ，Callyodon sp.， ナガブダイ，カンランハギ，テングノ、ギ，ナガニザ，アオプターィ亜科の全長

15cm以下の個体のグループ。

優占度が1-5%の種は次の10種である。

ハマフエフキ，ツユベラ，アオプダイ，クロスジプダイ，イチモンジプダイ，スジプダイ，ムナグロプダイ

S. oviceps， プダイ，ニザダイおよびハナアイゴSiganusrostratus 

他の39種は Rarespeciesである。

[ 1972年8月〕

48種， 1，058尾が観察された。種数，尾数ともに観察した月の中では最低で，乙の月lζ多く発生する台風の

影響があるのではないかと考えられる。 Commonspeciesは19種で，優占度が5%以上の種は以下のとお

りである。

クロメジナ，ハマフエフキ，クロスジプダイ ，Callyodon sp.，プダイ，カンランハギ，ナガニザ，テング

ノ、ギ

優占度が1-59ぢの種は次の11種である。

オジサン，ベラ科のー穫 Labridaesp.， ナガプダイ，アオプダイ，ツキノワプダイ S.lunura， イ

ヂモンジプダイ，スジプダイ，ムナグロプダイ，アオプダイ亜科の全長15cm以下のグループ，ニザターィ，モン

ツキハギ

他の29種は Rarespeciesである。

[ 1972年 10月〕

65種， 2，838尾が観察された。種数，尾数ともに調査した月の中で最も多かった。 Commonspeciesは

19穫で，優占度59ぢ以上の種は以下のとおりである。

テングハギ，アオプダイ亜科の全長15cm以下のグループ，Callyodon sp.，プダイ，クロメジナ，オキナヒ

メジ，ナガニザ

優占度が1-5%の種は次の12種である。

クロスジプダイ，ナガプダイ，ヒプダイ S.ghobban， イチモンジプダイ，カンランハギ，モンツキハギ，

ニザダイ，アミアイゴ s.spinω，イスズミ，オジサン，アカオビベラ S. bandaensis およびニシキベラ

他の46種は Rarespeciesである。

各月に Commonspeciesとなった種は全観察種中の30種で，アミアイコ二アカオピベラ，ハラスジベラ

を除き各月ともに出現した。また Rarespeciesのうち次の11種は各月に出現した。
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ヤガラ Fistularia villosa，コパンヒメジ P.indicus， ヒメジ sp.(P. sp.人プチススキベラAnampses

caeruleop uncta tus， モンススキベラ A.geographicus，ヤマブキベラ T. lu tescens，カンムリベラ

Coris aygula， ナメラベラ Hologymnosussemidiscus，チョウチョウウオ C.collaris，モンガラカワ

ハギBaliotis conspicillum， ツノダシZancluscorunnutus. 

各月の移動性魚類相は， 48~65種 lとより構成され，さらに17~0の Common speciesと29-46の Rare

species に分けられた。各月の種類組成の多様性を SIMPSON6)の種単純度指数 Aにより求めた。 AはO

-1の範囲の値をとり， 11ζ近い値は種類組成の単純さを， 0 Iζ近い値はその複雑さを示す (Table2)。

の値は各月とも小さく，種類組成の多様度が多きいことを示している。

また，各月の種類組成を，複雑な群集の類似性を比較する指数Cn7叶)により比較した (Table3)o Cn 

はo~1 の範囲の値をとり， 1の場合は同一群集に属することを，またOの場合は両群集に共通種古培在しな
いことを示す。

Table 2. Value of index of c四ncentration，λ*

Month λ 

February 0.0691 
April 0.0818 
August 0.0618 
October 0.0654 

* Sipson's index of concentration; 

i(ni← 1 ) 
λ=平一三一」一一一一
i N(N-l) 

N; the numbers of individuals of all species， 
n; the numbers of individua1s of the species i. 

Month 

April 

August 

October 

Table 3. Value of similarity index， Cg 

Cg 

0.710 

0.591 0.712 

0.743 0.812 

February April 

s 

ー

2~_n lin2i 
C， = ___i.'=1 

(~Iii + ~IIi) N 1 N2 

~II; =ま(Eli)ZII2=L22) 
i::l¥ N1 1-"2 i:a N2 

0.728 

August 

N1 and N2 are the numbers of individuals of a11 
species in each month， 

nli and n2i are those of the species i. 

Cnの債は 0.591-O. 812で，各月の組成が類似している乙とを示したが，類似度には差が認められた。

特に4月と10月の類似度が大きく， 2月と 8月の類似度は小さかった。しかし， 10月とこれら 2月， 8月の類

似性は同程度であった。

各月lと観察した移動性魚数は，全長，色彩，および斑紋からみて，ほとんどの種について冬を越したと考え

られる成魚が観察された。幼魚のみしか観察されなかったのは，フタスジヒメジP.b ifascia tus，サザナミハ

ギ Ctenochaetusstrigosus，メガネクロハギ A.glaucopareiusの3種のみであった。

考 察

日永良部島の本村湾の磯を，昼間，遊泳移動する魚は，ブダイ科，ニザダイ科の種が量的に多く，ベラ科，

ヒメジ科，メジナ科，フエフキダイ科等が乙れらに次いだ。これらの科は，メジナ科を除き，熱待サンゴ礁水

域に多い科であることが， ODUM4)， BARDACH5)，および RANDALL9)の報告の中l己認められる。種類組成は

非常に複雑で，各月とも類似し，水温が低下する2月においても他の月に比して著しい変化はない。このこと

から，年閣の種類組成は類似していると考えられる。

観察した魚は，地理的分布圏の相違から，インド・太平洋熱帯域から日本まで広く分布する熱帯性種と，日
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本から琉球列島まで分布し，琉球列島を分布の南限とする亜熱帯性種の2クツレープ』ζ分けられるけ，10)，12)。全観

察種から，ボラ科 sp.(Mugil sp.)，ヒメジ科 Sp.(Mullidae sp.)，ベラ科 sp.(Labridae sp.)，タキベ

ラsp.(Bodianus sp. )の4種を除くと，亜熱帯種は，クロメジナ Girellamelanichthys，タカノハ

Gonistius zonatus， ミギ7 キ Z.zebra，ササノハベラ Pseudolabrusjaponicus，キタマクラCant-

higaster rivulatu およびイシダイ Oplegnathusfasciatus*の6種で，他の71種は熱帯性種である。各

月の総観察種数と尾数にあたる熱帯性種と亜熱帯性種の割合を求めて表41<:示した(Table4)。

熱帯手性種は，総観察種数の88.8-96. 7%，総観察尾数の82.5-94.5 %を占めた。しかし，亜熱帯性種は，

総観察種数の 3.3-11.2労，総観察尾数の5.5-17.5箔を占めたにすぎなかった。

乙のように，熱帯性種は種数，尾数ともに，乙の水域で大きな割合を示した。 Commonspeciesは，ほ

とんど熱帯性種で占められたが，亜熱帯性種であるクロメジナが1種ではあるが， Common speciesとし

て存在し， ζの水域の魚類相を特徴づけている。

Table 4. Number of species and spec加 ensof tropital and substropical 

fishes in 4 study months 

Tropiωlfish郎事 Subtropi偲 1fishes帥

Month Species (%) Specimens (%) Species (%) Specimens (%) 

February 48 (92.3) 1663 (94.5) 4 ( 7.9) 97 ( 5.5) 

April 48 (88.8) 1787 (82.5) 4(11.2) 381 (17.5) 

August 43 (95.5) 963 (93.4) 2 ( 4.5) 67 ( 6.6) 

October 59 (96.7) 2621 (93.6) 2 ( 3.3) 181 ( 6.4) 

*τ'he fishes (no mark in Table 1) that range from Indo-Pacific tropical regions to釦uthernJapan. 

**τ'he fishes (market by 0) tliat range from Japan to the Ryukyu Island and have the Ryukyu Islands 

astheir回uthernmostlimit. 

In this table the four unidentified species (marked by .) are 町田pted.

また，この水域の年間最低水温が19'Cである乙と，今回観察した種が，冬を越したと考えられる成魚を含む

ζとから，日本本土で報告されている冬期の水温低下による熱帯性魚類のへい死現象は，少ないのではないか

と考えられ忍1)0

以上の結果から，口永良部島本村湾の磯における移動性魚類の種類組成に占める熱帯性種の占める割合は，

季節に関係なく，著しく大きいと考えられる。しかし， 1種ではあるが亜熱帯性種が Commonspeciesと

して出現する現象は，乙の水域が，インド・太平洋熱帯域の北部1<::位置し，日本本土にも近く，表面水温が20

℃より下廻るたがq亜熱帯域の影響を示すものと考える。今回の研究は口永良部島の一部水域について行われ

たものであり，口永良部島の魚類相の性格を明らかにするためには，他水域を含め，さらに詳細な調査・研究

が必要である。
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SUMMARY 
The species composition of the reef fishes at Honmura Bay of Kuchierabu Island 

was observed by underwater visual census2> in Feburuary, April, August, and October of 
1972. Over 7800 individuals of 81 species were observed. The abundant fish of this reef 
were species of Scaridae, Acanthuridae, Labridae, Mullidae, Girellidae Lethrinidae, 
Kyphosidae, Siganidae, and Chaetodontidae. The wandering fish fauna consist of 48 - 65 
species. According to the value of ~ 6> andc, 7•8> the species composition of four study 
months had high diversity and were similar to each other. 

The fish observed can be divided into two groups except for four unidentified species 
(marked by• in Table I); 

(I) tropical fishes; they count 71 species in all, 
(2) subtropical fishes; they count 6 species. 
In each study month the tropical fishes take up 82.5 - 94.5 per cent of the whole 

number of individuals observed, and the subtropical fishes only reached 5.5 - 17.5 per 
cent. 

These results suggest that the wandering fish fauna of Honmura reef has a pre­
dominantly tropical character. 
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